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刈谷市立刈谷特別支援学校

私が暮らしている知多半島は、昔から酒造りが
盛んで、今でも酒蔵の多い地域です。日本酒が好
きな私は、サウナで気持ちと体を整え、撮りため
ていた映画やドラマを観ながら日本酒を飲むのを、
週末の楽しみにしています。
日本酒造りには「和醸良酒（わじょうりょう

しゅ）」という言葉があります。「人の和（チー
ム）が良いお酒を造る」、また「よいお酒は人の
和を作る」という意味があります。私は、刈谷特
別支援学校も、子どもたち、保護者の皆さん、地
域の皆さん、教職員が「チーム」となり、それぞ
れの持ち味と力を合わせて、さらに良い学校にし
ていきたいです。そして、子どもたちの明るさや
学校の温かい雰囲気で「人の和（つながり）」が
できる、そんな学校でありたいと思います。

今年度ＰＴＡ会長をさせていただきます小林で
す。至らない点もあると思いますがよろしくお願
いします。刈谷特別支援学校も開校して６年。開
校当時より児童生徒も増え、とても賑やかになり
ました。校内ですれ違う子どもたちは目をキラキ
ラさせ笑顔がいっぱいです。子どもたちが先生と
勉強する姿や全力で遊ぶ姿を見ると、とてもうれ
しい気持ちになります。もっと良い学校生活がで
きるように、ＰＴＡ活動を計画し、そういった場
でたくさんのことを共有し、より安心できる場所
作りのため意見交換できたらと思っています。
ＰＴＡ役員一同、頑張っていきますので、ご理

解とご協力をよろしくお願いします。

小学部は、新入生・転入生を迎え、総勢２９名
となりました。小学部全員で集まった部集会では、
自己紹介し合ったり、以前みんなで作った「エチ
カ音頭」を披露し一緒に踊ったりしました。
また、隣の小垣江東小学校の友達と、自己紹介

カードの交換をしています。低学年の児童は少し
どきどきした表情で、高学年の児童は「今年もよ
ろしくね」というような落ち着いた表情でカード
の交換ができました。学年での交流や特別支援学
級との交流を今年も積み重ね、お互いに名前を呼
び合える関係づくりをしていきたいと思います。

中学部は、５名の新入生を迎え、新たな学校
生活がスタートしています。とびっきりの笑顔
や時折不安げな顔を見せる１年生。まだまだ、
やんちゃな２年生。ちょっと先輩みたいに振る
舞う３年生。そんな姿を見ると私たちも心と表
情が和らぎます。
夏休みを控え、居住地校交流や校外学習が活

発化しています。居住地校交流では、普段とは
異なる学校に通う友達と一緒に勉強したり、レ
クリエーションを楽しんだりするなど、笑顔で
充実した活動を実施しています。校外学習では、
興味・関心や生活の幅を広げることができるよ
うに、さまざまな体験的活動を展開しています。



ＰＴＡ役員の紹介

(写真上段左より)

副会長長谷川 純さん
役 員青木 さよさん
会 長小林 歩美さん

役 員福島 美音さん

役 員西山 智子さん

役 員鈴木 雅美さん

(写真下段左より)

９月１日(金) 第２学期始業式
９月４日(月) 給食開始
９月24日(日)～25日(月) 小学部修学旅行

９月26日(火) 第３回授業公開・PTA役員会

高等部入学希望者保護者説明会

９月28日(木)～29日(金) 高等部２年宿泊体験学習

10月23日(月) 振替休業日

10月28日(土) 第５回エチカ・アニバーサリー

11月12日(日)～13日(月) 中学部修学旅行

12月５日(火) 第４回授業公開・PTA役員会

進路懇談会(小)

12月22日(金) 第２学期終業式・PTA茶話会

6月29日(木)に、日本アロマ環境協会インストラ
クター佐々木多恵子様を講師にお迎えして、ＰＴＡ
ワークショップ「アロマスプレー手作り体験」が行
われました。さまざまな香りには、多様な効能や意
味があることや、香りを取り入れることで、生活が
より豊かで華やかになるということを学びました。
参加者の皆様は、自らの生活をイメージして、それ
ぞれに合ったアロマスプレーを調合して楽しむなど、
有意義な時間を過ごすことができました。

５月15～17日、３年生が大阪・兵庫方面へ修学旅行に行きました。計画等の
事前学習から当日まで存分に楽しみ、最高の思い出ができました。

◇太陽の塔は、とても大きくて迫力を感じました。塔の中は、たくさんの飾り
付けがあって、とてもきれいでした。国立民族学博物館には、世界のいろい
ろな国で使われていたものが展示してありました。（鈴木輝嵐）

◇ユニバーサル・スタジオ・ジャパンでは、マリオカートやミニオンのアトラ
クションに乗り、ハリーポッターエリアで魔法を使って楽しかったです。
（藤井詩）

◇人と防災未来センターでは、阪神・淡路大震災について勉強しました。実際
に震災を経験された方から貴重な話を聞いて、すごい大変だったんだと感じ
ました。（鈴木俊介）

２学期の予定

1年間よろしくお願いします


